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序

昭和56年度の国営能代開拓建設事業地内(小友工区)には、腹鞍の沢

遺跡が存在します。本遺跡は、文化財保護の立場から、工法の変定等で

遺跡{呆存をはかることを目標としてきました。しかしながら、その一部

分は、諸般の事情から保存不可能になったため、記録保存を日的に発掘

調査されることになりました。

、腹革)支の沢遺跡の発J問調査の結果を集録したものです。こ

の初土守護;の刊行が、地方史研究や文化財愛護に寄与することができれば.

幸いですむ

発掘調査から本報青書!こIJ行に歪るまで、東北農政局能代開拓建設事業

所・秋田県能代地区土地改良区・機結u主ならびに能代市教育委員会には、

何かと便宜を計っていただきましたの 心から感謝の若;を表するしだいで

昭和57午3月31日

秋田県教育委只会

教育長 岳山芳郎
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I はじ

1 発揚調査に亙るまで

腹革皮の沢遺跡発掘調査は、 に係る緊 である o el=i は、米代)11

グ〕 を対象とする あリ、その面干実は3，671haにおよ JJ。

昭和56年度の工事対象地域内に所在する腹鞍の沢遺跡は、 4月に (秋田

教育庁文化課実施)が実施された。その結果、約10haの台地上に 6地点の遺跡が所荘すること

された。遺跡名{土、 6 地点を総称して腹革皮の?J~遺跡とし、それぞれの地点は、 A地区，

B 地区・・・・・・と Z乎称することにしたの

それぞれ J土、 ように予想された。

A 地区 6ヲ500m2

B 11 6.450 !I 

C 1/. 4ヲ400!I 

D 11 1，60011 

E 11 2，5501/ 

F 11 2雫 85011

A-F  地区のうち 工法等で対応不可能な A.C.D地区の約10.000m'を レd
一

フタ

になったものである。
f

口
同
、

ふ
出
却
し、水

2 調査の組織と構成

蹄会 傘、 腹鞍の

遺跡所在地秋田県能代市腹鞍の?Ju8-5他

調 期間 昭和56年 5月11日~昭和56年10月20日

調査対象溜譲 10，000m' 

謡 査 菌 11，5x2m' 

謂 査 主 体 秋 田 H ε 

調査担当 永瀬福男 秋田県埋蔵文化財センター

熊谷太郎秋田県埋繭文化財センタ一 文化財主半

補 佐 員大高博康

佐々

謂 査 作 業 員 秋 山 甚 んf![)・秋忌正二郎 a 佐々 -武田i問)..!主ー長岡干し治ー

14 -



成田市太郎・成田松太郎・藤田清・松橋吉五郎・佐藤佐一郎・藤田与市・佐

々木菊太郎・丑沢勘右門・成田勘ト郎・長岡永治郎・桧森好広・鈴木正一・

米JII一郎・藤田兵治・成田義文・藤田偉佐雄・安開明・朝香利彦・佐藤公一

安岡誠・住吉和人・塚本悟・菊地浩晃・佐々 -佐々木真人・ fliij越貴可

武田清治・船山サダ・古田トミ・斉藤チヨ・藤田ノエ・安田キヨ・戸松テヅ

武出ヨリ子・戸松サタ二子・竹II(鳥美貴子・成田かはる・田村芳千・白

戸松ミワ・藤田カチ・佐藤ミ、ソ子・武田映子・佐々木キヨ子・佐々木勝子・

藤田昭子・藤田ウメ・藤田?~~子・藤田夕、ソ窃柴田カヂ、子ー藤田カネ子 e 斉藤

えみず・・武田ユリ・武田美枝一j二・村木タ紀子・

ミ・/トキ本テツヱ

了..鵜木トヨ・今井ナ

調 査 参 加 者 中村大・宮腰勇 a 問中清司・高橋勝義，雄鹿寿勝・佐藤静雄

整 理 作 業 員 鈴木光子・石木出京子・京久美子事諸沢早苗，丑沢美記子・納谷鈴子・佐藤

6 大西英子・後藤の r)+.山田

調査協力機関 東北農政局能代開拓建設;事業所

能代市教育委貝

秋田県能代土地改良区

機織組(土地所有者の会)

日遺跡(])立地と環境

1 立地と環境

腹鞍の?}'(遺跡は、北緯40
0

10'-40
0 

11' .東経140
0

04'-140
0

05'に る。 遺跡の下には、

米代JlIの形成した沖積地が広がる。末代JIIは同流し、日本海に注ぐ。北を ると ル

の15L境となっている白神山地が東西に横走する。同を遠望すると、砂丘がみえ、まもなく日本

海である。 遺跡から日本海までの距離は、直線距離にして約 5kmである。

米代JIIの右岸・左岸ともに際高35m程の段丘が形成されている。腹革皮の沢遺跡は、在岸の段

丘の北縁に位置する。

遺跡周辺は松・杉・雑木が生え、問問・関知が進行している

15 -



2 歴史的環境

腹鞍の沢遺跡周辺は、 IB石器時代から人々の生活の舞台として利用されていたようである。

昭和56年11月に秋田県教育庁文化課が実施した範囲線認調査で、能代r!i浅内字此掛川遺跡(

1凶の 3)で、!日石器時代に属すると考えられる石器が数点検出された。米代川!の河口周辺で

は、左岸で81'1和53年に!日石器時代の石器が発掘されており、右岸でも!日正{器の存ヂL:が確実にな

った

柱j染森遺跡(第 1I;;{lの 5)は縄文時代中期の遺跡であり、

れている

拍子}VT貝塚(第 l図の 6)は、県指定史跡である。昭和30. 32 . 33年に党J揺され、その

々
(
」

人骨 8体.H~ü{ (コマタガイ必サパ/ボウ幽べンケイ力、イ・アカニシ・イタボァケイ・ヤマトシシ

ミ・イv ンカイ・カワニナ) (シカ'イノシシーク 7 ・ムササビ竺クジラーォ、ノト

セイ善ウサギ昏クロ夕、イースズキ) 塗炭f1::1;11'(物(ク 1) 窓ドング 1) .トチ)などのほか，

[-\~n免 HHの十詰 a 行裂!日1 .骨角浮か多数検出きtLている A

史跡である桧山安東氏域館跡{第 1図の 7) i土、中世に秋田@桧111.比内 311日を支f'記

した桧山安ll~[たの出城である U 遺跡周辺の集落である松LLi.扇田 e 拍子所 J草地=仁Ji:田‘長

塩子rn.大内m.許可}IJ 11 .浅内は lìi~回 H:)Jには、すでに誕生してしミた付々である。

内
ペ
パ
ザ 震

仏

g
zTLV 

iこあたって

この報公害{土佐較の?)(遺跡をのせている東西方向約400m.南北方向約900mのはほ南北にの

びる半島状の台地を調査したものである。(図 1) 調子主にあたっては露頭ごとの地質柱状図

を作成することを中心におこない、{井せて微地形も調査した。なお微地形の調査には野外での

ほかに 4万分の l空中写真を用いて実体況による観察も力1]IJ未し、地形図は1/5000を用い

Tこむ

なお、まとめにあたっては、地質柱状図のいくつかは「八郎潟東株部の段丘について J ( 

1976 )から転用し、王立 IL:区分は「秋山県Jヒ部fI

19771 にならった一

地形@地震概要

当調Jlt地域を含むこの広大な内地は段 i王地形をしめし 数i立の段丘に分類されている η これ

(山干 j • I:q五ら、

ら段 l王地形は米代JIIをはさん i今年い-/ 
いtJ1.ム¥ しているものである。これら段丘群の東方に

からなる丘陵.LlJ J自が速なる。また、同i方には浅内沼はじめノトìiï}J 沼が点 il~ し、さ

らに百万には沿岸砂丘手IJが;まぽ南北に速なっているの

16 -



③ 段丘群

これら 牛
5
品 に白石らによって北能代地底および米代JII下流域、八郎潟束縁部の二

ごとに分類された。当調査地は米代JII下流域にはいり、ここでは米代JII第 1段丘~第 9段

丘(但し第 2段丘はない)の 8段丘に分類されている。以下にそれらの特色をのべる。

1 )、最高位段丘は米代川第 l段丘と名付けられ、当地からはるか東方の駒形付jJ__[の山麓にわ

ずかにす布するだけで、

面は処している。

は150m前後である。 j主 i王ffi]はf:l司有?が.ii主んでいるが明らかに

ワ i !王に{土、 !第 3段 i王がこれに :'1'1たり、丘陵の に許可片的に 生

存

縦

ポ

z
Z
1
γ
n
v
 

。

」

じ

る

央

一

J

十
d
j

ル
日
午

B

三 にめくまれず、わかっていないっただし、大台野部落付i'i:では粘土の

層からなり、そのj二に手~)1. 5m の がある。(佐藤、 1974 書き)

3 )、仁IJf立j主任は未代)11第 4 第 5~主任がこれに当たり、段正問内高度は40-50m で高{立の両

群どの11¥jには明 が認められるの

に 比されている υ

および空会層よりなる。

潟西団体研究グまた、第 4段 i壬は関東平野における

ふ
}

/[... -ーブグ) には、第 4段丘と第 5段丘 の可能'1"1:があることが指摘されている

ことはり叩味深い。

4) 、米代)l 1~; 6およ 7窃;荒 8の に分けら札、 ならぴ;二

7 t-グ〕 は明瞭であるが、それぞれの由A 間のよとおはノトさ l， ._，第 6およ 十市一

タ を含む10数rn-20 rnの厚し からなる 0

8 -10mである。 はji'J;網 h棄のは5 )、 it!J積段 i王としては米代J!i第 9段丘があり、

か に 呈 数 日l訟の円l容された を堆積しているのが特徴的である。この特徴や而の l会~J支から

みて、この段丘i百は隣接する鷹巣盆地における洪水シラスの堆積回(平Ll!.市)11、1966)に対

比されると考えられている(白石ら 19(7)。

複鞍のj尺のま患形・地震

当遺跡は 米代)11第 6段丘の段丘ntiJ二に位置し、これらについて以下に詳述する。

当段丘{立東jHlJ(J) f正j也には Fト 同ilHlJの{民地には二ノ沢堤と-- ~ Jミ堤を従え、北北西に半!日長

く{申ぴる宇その地形をしめす。(第 2[21) 

付近の沖積面は米代)11第 9段j王からな 1)、*[11として使われている。この面ーから比高20-30

mで本代JII第 6段!壬の段丘庄が、また頂部では平坦な段丘耐を形成している。しかし、雫+1

真を用いて面を実体視すると、面にはいくつかの凹凸があり、後述するように地質とのかかわ

りが j来いことがわかる。

ノミ 人 ハ

オきり
出
づ
へ

H

A

舟川基 層に相当すると忠われる 'つ

- 17 
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第 2図 腹被の沢周辺の地形および欝頭位置図
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なり、 によってはサンドノfイプ )が多数産する。

その上には砂喋層が不整合に堆積したり、場所によっては暗青色粗粒砂がやはり不整合に堆

していると思われるが後者については露頭が不足で確認することができなかった。

砂喋眉は中粒砂~粗粒砂や小1喋~仁f:J礁のよく円磨された磯よりなり、これには花開岩質喋も

多数含まれる。また、平行葉理や斜交葉理が認められるところもある。(第 3図)

この地層は前述の米代JII第 6段丘堆積物の特徴と同じであり矛盾はないが、他の一つの構成

層である暗青色粗粒砂層については、その特徴から米代川第 4段丘の上部を構成する砂層とほ

ぼ同じである。この砂層の特徴は、無層理で団結の度合いが他の砂潜よりはるかに大きいこと

)- 色を呈することである 5 なお、 色の要因は構成鉱物の中で有色鉱物の

しめる割合が大きいためである。

これらの特徴から、本地層は潟西地域の本内砂部層(

に相当するものと考えられる。

回体研究グループ、 1982投稿中)

ここで、当地の段丘面を寸主の面と考えると、段丘編年上に

これら構成署の関連をJ丘:Jとしたら以下の事が判明した。

じる。そこで、 j也]f;と

1 )、露頭 8にみられる砂礎層は杉沢台遺跡でみられる暗青色粗粒砂の直下にくる砂磯層に比

して団結の度合しミが悪Lミ。また前者の砂礎層の上部にくる凝灰質白色粘土は後者の砂喋層には

出現しない。

2 )、米代川左岸の段丘においては、未代JII第 6段丘構成層である砂礎騒がある場所では

色粗粒砂{土親祭できない(但し当地はのぞく)。これは、時青色粗粒砂は浸食により消滅した

と考えると都合がよい。

3 )、当調査地の微地形をみると、 5mほどの高{誌の起伏があり 高い部分はもっぱら

組粒砂でしめられており、低い部分は白色粘土や砂礁でしめられている。(第 4悶) なお、

議灰質白色粘土は砂礎層のみならず、時青色粗粒砂層の一部も被っている可能性があるので、

第 5図 腹鞍のj尺周辺における模式地質断窟図

- 21-
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精査の必要がある。

以上のことから考察すると、

し段丘が形成されたあと、

においては本内砂、部層に相当する暗青色粗粒1i昔、が堆

された。この時その一部が残丘:状に残り、次の海j生時に

谷間や残丘のまわりを埋めるように砂磯層を堆積したと考えられる。

最 t部にはわずかに未悶結の風成砂が黒色土を被って分布し、厚さは 1m前後である。境下

では有色鉱物のみならず石英粒子も円磨きれたものが多くなっている。

ヰ 小 結

以上のことから当調査地域の白地の地質を模式的に表わすと(第 51:ill)の通りになる。なお、

これに似た地質現象は中田面遺跡周辺にもみられ、そこでは砂喋層と暗青色組粒砂(

に百少と記されている)の関{系を兵で確認したものであることを付記しておく。

参考文章夫

。半 111次長rs.市Jl!賢 (1966)、11000年比ijのシラス洪水一発揮iきれた 1-和問湖伝説J If地
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腹駄の íJ~遺跡は、米代 )11 の左岸に形成された段丘の 、Jじにずバたに延びる j也形上に所在

する。北端は沖積地に掠し、東西は谷となっているのこの存は1度止められ、堤となっている A

j交丘ff!Iはゆるやかな起伏があり、 38mをiftlJる。

/¥j也IXはt支丘の し、標高約:35m0 c 地区は舌:1犬台地内 し、襟高約35mo

D 地区は台地の~音IS_ì!îくの西械に位置する。ここは台地でもっとも があり、約38mをifliJる。

(永瀬)

2 

充掘調査はグ 1) ァド したハ有地の~U改め 3より原点を移動

し、 Xニ 19.000m・Y=-65 守 200m を発掘.~~準点とした。この発掘基準点を中心として、

に40rn >< 40mの大グ 1) ぃノドを設定した。南北 Jj'lムjは磁北万filJにー主主;する(この大クリッド

には、 4m 111のノトグ 1) ゾドを再己置したハ

.:!:!_件35泊。

fDF 149 

。

第 7図 腹鞍の沢遺跡A地区の地層
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第 8図 腹鞍の沢遺跡C地区の地層

第雪国 腹鞍の沢遺跡D地区の地層
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ED EC E B ξ A  DJ D! DH DG DF DE DD DC DB  DA  

第10図 大グリッドと小グリッドの呼称方法

グリッドの名称は、東西方向の悲綜の算用数字 3桁と南北方向の恭j誌のアルファベソト 2文

字の組合せで表現することとした。そして、グリッドの南東隅の交点が、グリッド名になるよ

うにした。なお、算用数字は北へ進むと増え、アルファベットは小グリッドが10進むごとに頭

文字が変わることとする。すなわち、西方向へ DA→ DJと小グリッドが10進むと、こんどは

を変えて EA→ EJとする。第10図は、小グリッドと大グリッドの名称表現例である。

小グリッド(結Iv、線)はアルファベット 2 r 3桁で表現する。たとえば、 DF035 

のように。大クリッド(太い線)はアルファベソト 2

の組みfrせで表現する。たとえば、 D03のように。

うちの頭文字と 前 2桁

i笠十誌のえたiHリは、 j霊1) で実地した。

lIl&J己号 JよF;1Lのi邑1)である内

S 1 .. 

S B...一寸属?と性3主物跡

S K.... 

S D... 

S K F.一一

S K 1 ...... ~~~'!-'(tた遺構

SKT・・・...lliAし六:IKj立jTit

S XF..・ ( ;]d頼)
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3 調査の経過

発掘調査は、昭和56年 5月11Elから何年10月初日まで実施した。

5 月 11 日の午前中は、作業員に対して発掘調査の日的・託金の支払い・勤務時!日1 ・安全世 ~llJ

について説明。 午後から A地区の調査開始ο1311 、陥し穴;I~}t遺r{~のブランが椛認される η4 月

に実地された範囲確認調査では、陥し穴状j宣Nlj.は 1N~ も確認されていなし ì 18日、雨の日が杭

( S 1 02)グ)フラン

19口、

27日、地層

( S 101)のフ)ラン石在ユr
J 
A 
、、ー

はなかなかj住まない{スライドで抗日 1) 

7r2'D 21日、 じij7ニダ). CC 

140グ I} ット‘の掘り下げ開始。

6月2日、軽穴住!:17跡(S 103)のプラン確認。 6El、土墳 (SK01)のプラン確認。精査

開始。 9目、 j章1)hiHli量の杭fJ'ちu 11日、 S101・02の精査開始。 13トi、SK02・SK T01の

15日、 SK03の精査。 17日、 S101床IHjの硬度iWJ定を ri十回、佐藤昭男(県

マ:)氏より中山式硬 1-を併用。 251::1、 S1 01の床rrriの石更!支の計IJ定開始。 硬 度 の 読み 子 l人

と記録係 l人で 1パーテーとする υ30円、 SK T04の精査。

7月3目、 S104の精査開始。 8日、地形;nIJ量開始。 9日、 S1 03の精査。 13日、 SKT05 

の精査。刊行、秋田大学教育学部生25{1実習のため来跡。 16日、林謙作(北海道大学)氏来跡。

17日、 S103の床雨の硬度rj-!'it1lJ020日、地山を掘り下げ、!日石器の探索開始。 22日、遺構の実

iWJ.地山面の地形図作成開始。 24El 、遺構の写真i~z 彩。 28 日、文化課・農政局・業者の 3 者で

A.C.D 地区の調在日程を確認。

8月3日、能代市立第 1中fγ:校社会科，クラ 5名調査に参加。 4日、 C地区のク 1)ッド杭

打ち。 6司、 A地区の補足調査。 71::1、 D地区の発掘調査開始。 19日、 SK 101のプラン確認。

24日、 SK F01袋状土墳の精査開始。 25日、峰浜村文化財保護委員 6名未跡。 26日、 SK F02 

~07の精査開始。 S K F01の埋土中で後期!の土器片検出。袋状二i二墳の年代は縄文時代後期と想

定される。 28日、 SK F08・09の精査。 29日、埋土層の実測開始。

9月11日、 D地区と並行して C地区の調査も開始。 14日、 D地区のi封誌の実iHlJI羽始。 16日、

D地区の SK F10から花粉分析用資料ーとして、埋土採取。 18日、 D地尽の

地区の調査終了。

10月 1日、 CJ也尽の SD01とSK04の精査開始。 河原主ff:IT間在守(丈化庁)来跡。 9日、 S

19日 D

K01の結1T-:ハ 13日、 S1 01・02の精白!出始。 15日、 S1 01 . 02 .十m墳の Jだ;WJ0 午後、作業日に

対・し発掘調査士会内 17 日、地 LLl出の地形図作製~o 20日、 C地区の i調査終了 σ

+
由

T、本
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A地区
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第11図 A地[z遺横分布図
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と遺物

① 皇室穴住語跡

南にrr1J1， ，わずかに{頃本ヰを .L、
仁I りに、 4棟検出された。遺構の は tl~:作 L~

ドの 2層で、その中位から I，'f立にかけたf也LUJ :.1 0 ~ 15c:mである。 る)f;

をとり、うち 31:束は にカマドが検出され、 はいずれも地山をくり抜いて

さtしている司 どうしの重複はみられない。出 は土自[fie，d:を主とし、 は村， 1 }，'J: 

庁、づ J ふヴ
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に[IIJい、わずかに開き気味の長方形各

SI 01 

く平Ufi形状〉

コーナ一部は隅九を呈する。主軸方jIl]はS-24
0

- Eを

I層を除いて、ローム粒子が混入。床面直上の II には1寺に多1"遺物は

として日層に され、床雨i主上では検出されない。

く床面〉 凹凸が激しくもろ l' 0 わずかに 向に{頃奈1.している。

く壁〉 わずかに外傾する。 は低く 16-2ucmo 

を除き、三辺壁に沿っている。 溝;11屈は東壁沿いが狭く 4-8cm、他は 8-12 

cmで、床面からの深さ 4cm、 U:[犬に掘られ、底的iは凹凸を

く柱穴(状ピット)> P3、P4であるが、 P3は、形状、掘り方とも明瞭でない。

カマド f~H函に隣持して 2 基のビット (Pl ・ P2 )を検出。いずれも同時に使用。

カマドからの焼土が多量に混入し、 に付着して土師器検出。

くカマド〉 りで、 に対しはLf'直角に され、主軸方向は 燃焼部はJ也

山を約14cm不整円型に掘りくほ、み、 焼土土佐積をみる。煙出し部の端までの長さ 2m 。袖

部は崩孫が激しいが 多量の粘土ブロックの堆積と火熱を受けた拳大の石をみることから、両

袖部の芯に石を利用、粘土を貼りつけ構築していたと考えられる。，)~~道部はその始点で底面が

呈上昇し、その後20度の傾斜で、段状に下降、煙出し部に至る。 は.rtslllをくり J友いてなさ

h、断面は袋:[犬、最大幅2ucm、上部は崩落している。煙出し部は底面が平坦で円筒状に掘りこ

まれ、 i也山聞からの深さ 40c:mo 壁面は熟化により部分的に赤掲色で硬{じしている。

〈出土遺物ぅ (第151苛.[IZ]f;&2U、21) 全て土Mi器で、杯を主とし、 ][11形土器が l点 n 底

古15は凶転系切り i宝物はカマド lとその周辺、及び{主}~+跡内北 '集中して IH

1・5はほ 1は休部内外耐に凶 [Jうを宵め、 l主任6.6Cl11、口径14.6cl11、 。
Cl11， 5 I土底径6.5clll、口径13.9cm、 OClTI" 2 ・3はでfマド燃焼部上

2 は器去 rl'Lî の凹 r~Ll でIJti仁は堅 o 3 l主体部が n~I fí:泉 :1犬によち一 i二る。 6.7cl11、

口?壬13.4cl11、 lClllo 4土 !主部在 .9Cl11o 6 は目立 n~_:-[二器でヲ士。体部

- 29-
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は 1.2crn と犀~ '0 底部径6.1cm、口窪13.9

cm はii*，iがゆがみをしているの

は焼くタト{頃し、口減部で強く外{頃する。 体部中央の

ず、 2.5cm ~ 3 .1cmo 7・8は土師器棄で、カ

から埋山し音[5にかけての埋土及び底面より J 7は休部形体が紡銭形を示し、 IJ

b
-
z
M印

1> 

:す 9S内 t-Hτ

..s_H・35.461

I?-

C' 

iR 

ぬ
H
M

雪期

第13図 S I 01力すド実測図
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EA 
叩町四時 H-35.372 "，. 

一

第14図 5101遺物出土状混図

でくの']-::1丈に外反、は 1岳部 に立ち i二る。腕部 1:--_+:にロクロ調柊:肢を留める。 8はノト

で完 }f~lJJ+ したまで、 は口 を横ナデし、ロ からHliiJ

かけヘラナデ、底部付近はヘラケズ 1)を地す。 11ヲ証L1は斜位にナデ。 9は土日IIJ器禁の日

臼株は11I臣!よく、立ち上りは強く る。ログ口調整痕を情的る。
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S I 02竪穴住農跡 (第16図、図版 5) 

〈半面形状〉 南壁東南部は、土士慶と重綾しており壊部が明瞭でないが、 4m、北辺

長 5mで南北にわずかに長い長方形を呈すと思われる。主軸方向は S 37"-Eo 

I層は黒褐色土で、遺構中央部周辺にみられ、レンス1犬に堆積。 II層はローム

粒を含有する時褐色土で遺構全体を覆い、最も遺物を包含するの

<J末前i> 半狽を呈し比較的しまっている。床二より 1.5~ 2 cm 浮いて、てヵ所に焼仁反跡

がみられ、南面のものは SK08に切られ、西面のは、焼土除去段階で、 P2・P3の辺縁部輪郭

が確認された。

く壁〉 わずかに外傾する。壁高は全体的に低く 12~16cm、西壁は特に低い。

ミに検出されたが、南壁は土壌と重複のため不明。東墜と北壁で部分的

に中断している。 溝幅は広狭があり、 4~ 12cm。床面よりの深さは浅く、平均 4cm、U状に掘

られ、底面はI_lD凸を呈し、もろい。

く柱穴(状ピット)> 内問墜に沿って 8革、対角 3本検出、周壁に沿ったものは極め

て浅いが、位置的に対称を示す。対角組上のものは、対称する P6・P7が形状、 j菜き共類似す

る。 Pl・P2は住屑跡中央部西寄りに位置し、形状、深さ共類似、掘り方は底面で十主痕:1犬のくぼみ

を持つ0"ミずれも上面の焼上を除去した段階で全プランを確認。康面より多量の士制j器杯を検出。

く付属施設〉 カマド西面部に隣接して、 P3検出。関口部径80cm、底面は平坦で、

しまっており、カマドからの焼土が多量混入。堆積土中よりこ!二日i!i器片出土n

遺構内南西部で 3基の土墳と重複して検出された。 SK06・08は住居跡よりも新

しく、 SK 07は?干し

くカマド〉 住居跡南壁東寄りに位置し、 にほ に構築される。主軸方向は南東。

焚口、燃焼部は地i討を約16cm円形に掘りくぼみつくられ、厚い焼土堆積をみる。煙出し部端ま

での長さ 2.7m、袖部はほとんどその痕跡を留めなし 3。煙道部は、その始点で底面が一旦下降し

た後、はほ平坦にのびる。構造は地山を掘り抜いて構築されたと考えられるが、堆積土に

の粘土ブ口、ソクを含んでいることから、地山を深く掘りくぼみ、上部に粘土を貼りつけ天井部

とした半地下式のものの可能性も与えられる。断面形状は、すそが広がる袋状を示し、

36cm。煙出し部は底]IIiがー段低く落ちくぼみ、先端で軽く外傾して立ち上る。

く出土遺物> (第四 .20問、悶!iii21、22) 4陳の住肘跡、の中では 最も出土;量が多く

カマド内とその周辺、及び南西陸部に集中。 遺物は大半が土Wli器で、須恵器{土杯 1}，IXである。

二仁師器は杯を主とし、底部は l叫糸切り J!程調整。体部は r}~ i毒気味に立ち Lるのが多く、体 f半

でふくらむ傾!IIJがある。護(土，ijinJ部上半から口被にかけての出土で上半にロク口調繋痕を留める

1・4はL、ずれも給土が比較的放密で、色調はにぷい褐色を示し器表内外而仁田 [1万を留める η
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第17図 S 102カマド実測図
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EA H・35.000
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第18~ S 102. SK06. SK07. SK08遺物出土状況図
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第19図 S 102出土遺物
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第20図 S 102出土遺物

J J 

' 

15 

島ι、

10cm 

1・4は、いずれも胎土が比較的敏密で、

めるσ1は庭径が6.4cl11、口径13.7cl11、

はによい褐色を示し、器表内外面に凹凸を留

2-5.8CI11
0 

4は 2cI11、器高5.3C1110 2はほぼ

完形出土で底径6.0cm、口径13.6cl11、 .5Cl11n 3・5・7・10・11は住居跡内中央部で隣接

する P1 • P 2の底面より出土。 の立ち!~-がりは内湾するものが多いが、 7 は直結状

- 39 



を示す。 3は鮮やかな櫨色で胎土は比較的鍛密で堅い。口縁部は外反する。底径6.1cm、口径6.0

cm、器高4.4cm 5は内面にスス状炭化物を付着する。 10は体部の しており、口車該部

は内傾する。 11は完形w {ま ず、口主主カfゆがみをみ 4士ている~ J，去~t壬6.2cm、[]f壬

11. 8cm、器高 4.8cm -3 . 7 cm。胎土はもろく、色調は鮮やかな燈色。 6は{本部器表面に凹凸を

留め、色調は鮮やかな桂色。 8はほぼ完形出土で底径5.5cm、口径12.9cm、器商5.0cmo 14は血

胎土は鍛密で比較的堅~. 'l 0 カマド燃焼l'i1Sより出土"13は沼恵器杯、高台を

付し、器表面に白然稔付着。カマド株焼部よりtJj土o 15・16は土師器禁。 15117J --7 iごに隣接す

るP3の焼土混入層より、 16は住民跡中央部床面上より出土。いずれも服部の立ち上がりは

線状になされ、口縁部でくの字状に外反、日唇部で垂直lζ立つ。

S I 03竪穴住居跡 (第21図、図版 6) 

く平面形状〉 西辺長3.8m、南辺長 4mの長方形プランを皇す。北西隅部は、撹乱をうけて

壁部がi明瞭ていない A 主軸方向は S-380

- Eを示すけ

〈堆積土> 3層を基本とし、各層はレンズ状の堆積を示す。 2・3J習はローム粒を混入し

た暗褐色土で、遺物を包含する。

南面音15は比較的平坦で・堅くしまり、北面部は凹

て{頃斜している。

わずかながら北面に向っ

く壁〉 壁高は13-16cmで、ほぽ垂直に立ち上がり、壁面はなめらか。

空際に沿いほほ、全屈するが、カマド路面部に接続する部分は1.2mにわたり中断

している。溝 rl] は上面で12~14cm、U:!犬に掘りこまれ、北面部の底而には大IJ、の細長いくは、み

が、みられる。 深さは 9-12cm。

く柱穴(状ピット)> 住居跡中央部西寄りに Plがあり、掘り方は不整で、底、壁面共凹凸

を呈し、柱穴としての痕跡は薄v)0 関口部径44cm。

くカマド〉 住居跡南壁東りに、壁面に対しはぽ直角に構築。主軸方向は南東、焚口、燃

焼部とも地山をそれぞれ 8cm、12cm程掘りくほめて作っているが、焼土痕跡はみられない。

煙出し部端までの長さ 1.5m 。袖部は崩壊により痕跡を留めないが 燃焼部堆積土に比較的多

量の粘土ブロックを混入している。煙遊部は地山をくり抜いでつくられ 原型を良く留めてい

る。底両は平坦で、 12)支の傾斜でなだらかに下降。断面形状は隅九方形を呈し最大rlJ高20仁川、高

さ12cm。煙出し部は一段低くなり、先端部で外傾して立ち i二がる。 深さ 28Cll1o

ど出土遺物 (第24図、図版23) 遺物は住跡南面部に集中し、北田部には罷めて少く

対照的である。 遺物は全て土師器であり、杯を主とし、量的に少し復元可能なもの 1

1は器表面に回I引を皇すO 立ち上 1) でふくらみを子守ち内湾気味になされる。 2・

- 40-



開 胸 幅値副廻酉治

‘γョ

:;:;::0 P1@ 
~ 

∞‘
 

SI03実現1]図

- 41 -

第21国



定

む
ヱ

I / 入 、... .j、h 司tf.... : .. .l..-:.~.:':_::.:・ F犠

題

。馬ポ

ニム

IY 

でひポ3 4ミ

cCη コcC2p 3 

可，.

一
cf) ~ A' 

ムH・34.900
図措N N 



EA 

正A
開 四 一 H・34.9叩

第23図 S 103遺物出土状況図

- 43-

.7::::υ 

量Il-

EA' 



3はいずれも体部下半でわずか

にふくらみをもち、 2は直結状

に立ち上るο4は土師器護で胸

部下半は欠損。腕部形体は紡錘

状を呈し、口縁部は強くタト皮、

口幹部で垂直に立ち上る。タト面

は胴部上半にロク口調整痕を程

め、下半をへラナデ、内閣は横

{立にナデを施している。

S I 04竪穴住居跡

(第25図、図版 9・10)

く平面形状〉 北辺長3.4m

東辺長4.2mの周溝に区画さ

れた長方形プランを呈する。検

出された段階で、経面は確認出

来ず、床面と地山面との

はみられなかった。主軸方向は

南西。

く床面〉 はほ平坦を呈し、

周溝外との堅さ、しまり具合等

に拝異はみられない。

、 二〈

第24図 S 103出土遺物

ど控溝〉 西辺部南寄りの部分は撹乱を受け不明凸東辺部では長き 40cmにわたり中断してい

る。溝r!J福はほぼ一定しており、 16-20cm。掘り方は U状になされ、深さは北辺部で部分的に深

く16cm、他は 8-12cm。底、控面ともなめらかでしまっている。

く柱穴(状ピット)> 周溝内に 4本検出。いずれも関口部径13-15cmで浅い。

く付属施設> P 1は関口部径56cmで円形を呈し、カマド前面に位置する。底面は鍋底状を呈

し、底、壁面とも堅くしまっている。堆積土は軟質の黒色土で少量の焼土を含むが、カマドよ

り流出した焼士、炭化物の多くはピ、ソト縁を境にして停止している。 pzは円簡状を主し、関口

部長軸88cm。堆積土は多量の焼土と少量の炭{じ物を含有するが、ピット外層辺にはその痕跡が

みられない。壁面はピット内中位を中心に、火熱により赤褐色を示し、硬化している。堆積土

より j二師器片出土。 P3は、 Plと形状、深さが類似している。カマド袖部を除去する段階

で検出されたが、ピソト範間部分は、袖部の上回で土質が混濁しており、土師器片の散布が多く
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みられた。 P4は関口部長76cmの不正j惰円形で、深く、堆積土は極めて軟質の黒褐色j二である。

底面、壁面とも出凸を呈し、もろくブサブサしている。

くカマド〉 住居跡内面の西寄りで、周溝に対し約18度、 りに傾いて構築さ jしているの

主軸方向は南西。燃焼部はJ也山をわずかに掘り回め、中央部に土自iji器禁を転用した支脚をすえ

ている。煙出し部端までの長き 1.9m。袖部はわずかながらその痕跡を留める。煙道部は比較的

良く残っており、地lLlを掘り出み、天井部を粘土でドーム状に構築している。民国は先端に向

かい、弓:1犬にゆるやかに下降、断面形状 ii下部が大きく広がる袋~えを示し、最大rlJ面22cm。煙出

し部は底面がわずかに凹み、深さ 22cm。

~ 

¥¥ ¥ 8¥ 

回ドP4p  Bi 
EA 1111 

問∞咽

開

第25図 SI04実現1]図
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く出土遺物) (第27図、図版23) カマド内及びその腐辺に集中する。土師器は杯を主と

し、衰の場合は小型のものが比較的多い。杯は底部が回転糸切りで、無調整。 体部の立ち上り

は内j脅し、口縁部がわずかに外反する傾向をもっ。

1・2・3・5はいずれもカマドの燃焼部堆積土中より出土。 1は胎土に砂粒を含有。色調

は灰黄褐色。 2は完形で、 1と同じく体部中{立にふくらみを持ち、口禄部で外反する。底径5.7

cm、口径12.8cm、器高4.3cmo 3は体部から口縁部にかけて内湾して立ち上る。 5は器高に比し

て口径が大きく、体部下位にふくらみを持ち内湾して立ち上る。 6は P4堆積土中より出

土。器厚は比較的薄手になされ、胎土は敏密で堅い。器表内外面に凹凸を留め、部分的に二次

火熱を受け、赤掲色を示している。体部の立ち上りは、下位にふくらみを持ちながら、 4は

緑:j犬に、 6は内湾し、口縁部が外反する。 i-9はカマド袖部及び燃焼部堆積土より出土。 7

は胴部がゆるやかに内湾して立ち上り、口縁部で外反。器表外語は縦方向、内面は斜状にヘラ

ナデを施し、底部外周をへラケズリしている。器高7.4cmo 8は胴部が一直線状に立ち上り、口縁

部で外皮。。胎土に小礁を含有、色調は灰黄褐色。外面は口縁部を横ナデした後、口縁下半か

ら底部にかけへラナデ、を施す。内面は横位にハケ目痕跡を留める。 9は胴部が車線状に立ち上

り、口縁部では、器高が厚くなり、くの宇状に外反、口容部は直角になされる。腕部上半にロク口

調整痕を留める。 10は土師器嚢胴下半から底部にかけてのもので、カマドの支脚として、倒立さ

せて用いられた。底部径9.3cm。外面は胴下半にかけへラナデ、底部付近はへラケ丈、リを

施し、内面は斜位にへラナデの痕の痕跡を留める。

② 掘立柱建物跡

S詰01掘立柱建物跡 (第28図、図版10)

耕作土直下の 2層下位面で、 S102南町に隣接して検出された。遺構は梁行 2問、桁行 3間

で長方形プランを呈する。商北 6m、東西 5mで、柱間距離はほぼ平均しており、梁行の場合

2.4m、桁行では 2mである。柱穴は平面形状が円形で、直径28-32cm、深さは32-38cmで、柱

痕跡は明瞭で、ないが、 3基の柱穴にその可能性がみられた。建物の方位は S-28
0

- W。関連す

る遺物、遺構の検出はみられない。

③ 土土農

SK01土土轟 (第29図、図版11)

く形状〉 平菌が靖円形を呈し、上i福径2.32X1.6m。底面、壁聞ともなめらかでしまってい

る。中央部で一段深く落ちくはみ、深さ 20cm。

く堆積土〉 黒褐色土 1層で炭化粒を混在する。

- 48 
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SK02土塊 (第32図)

リf;:!犬〉 平面が円形を呈し、直径44cmo I宮市は凹凸ス味でしまっており、深きは12cmo

く堆積土> 1層に焼土、炭化粒を含み、上田程多1，， 0 

SK03土 境 (第32凶)

〈、形:1犬〉 Jf~ を呈し、直径1.28m 0 周壁に沿って 3基の柱穴状ピットを検出

!主面はわずかだが出凸を示し、堅くしまうている o
りで一段落ちくはみ、深さ 20cmo

I層中に炭化物と/ト量の焼土を は長さ 10cmの炭化材。 他層はその痕

跡なく褐邑粒をまは‘らに含む。

SK04土 墳 (第32図、図版12)

<11ヲ.i犬〉 形を呈し、上ii]箆0992XO .8m。底屈は平盟でしまり、深さ 16cm。部分

的に火熱を受け硬化している。

く土佐積土〉 にわたり炭火粒を含む、 6膚は焼土も含有。

く出土遺物〉 底面に付着して土師器片検出。

S附5土土農 (第33図、図版12)

く形状〉 平面は楕円形を呈し、上rl]径1.48 m X 1 .32 m 。底面は北から南に向いなだらかに

傾斜、中央部でさらに一段深く落ちこみ、土墳は 2重を呈する。最深部38cm。底面はいずれも

堅くしまっている。

く堆積土〉 軟質な黒褐色土の 6層を除き、他層全てに焼土、炭化物を含む。 4層は焼土層。

くその他〉 土墳中央部で、底面が 1 段落ちこむ部分に砂利が集石。 O.3~0. 5cm大の河原、石

で、外部からの流れ込み、及び熱化を受けた痕跡は見ら

れない。

SK06・07・錦土墳 (第16図、図版13)

S 1 02の南面部で、住居跡と して検出。

く形状> SK06は平面形が一辺1.6mの不整方形で、

地山面よりの深さ 28cm。住居跡の堆積土上面で明確に確

認され、 S1 02よりも新し V'0 S K07は長辺 1m、短辺60cm

で、 j也L1J面よりの深さ 72cm。限丸方形のプランを呈し、

住居跡、よりも古しミ。 SK08は長軸が1.2m、地山面よりの

;菜き40cmの不柊楕円形を呈し、

おり新しい。

SK06・08は黒褐

く出土遺物> (第30図、図版24)

の焼土を切って

07は

SK 07の堆積土

- 51 -
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中位層より出土。いずれも底部が回転糸切り無調整の土!iip器杯で、 1は底筏6.5c郎、 U径13.2cm、

.1-3.5cm、体部は内j毒気味に立ち i二るつ 21ま!え{モ 6cm、口{歪12.5cm、器高5.4cm，つ

SK09土塘 、!ヨ販13)

く形状〉 平面は円形を呈し、上rjJ径1.68rηo

d~好意土〉 褐色粒を全体に含む。

SKlO.13土土産 ( 

〈検出状況〉 両遺構は重複している。 SK13の遺構

範間部分は上部で暗褐色土のマウンドを形成、多

焼土及び、土器の混入がみられた。

くjj引が SKluは平面jか不整の楕円形を呈し、長軸

1 m。西壁にほぼ垂直に落ち込み、底面付近ですそ広

く24cmo

がりになる。 深さ40cmoいずれも堅くしまっている。

SK 13はSK10に切られており 検出時の間口部南北軸長は1.2m n 底面は堅くなめらかで東西

第31図 SK13出土遺物

に同J~ミなだらかに{頃本ヰしている。 深さは最深音Eで8cmと浅い。

〈堆積土〉 両土墳の堆積士は明瞭に分かれる。 SK10は黒褐色土を主体とし、焼土を含ま

ず、 SK13は焼土を多量に含み、土日ijj器片を合する。

く出土遺物> (第31図)SK 13の堆積土 2層より出土。土師器杯で、器表面に問日を

体部は内湾して立ち上がり、中{立でふくらみをみせる。外面及び口縁部の内面は、部分的に 2

火熱を受け赤褐色化している。

SK11土土農 (第33図)

く形状〉 平面形は楕円形で、上巾径0.92XO.6m。 底面は出凸を呈しであれている。

深;さ 28cm。

く堆積土〉

SK12土塘

にわたりローム粒を多量に悦入する。

(第33図)

〈形状〉 平面形は東面部が張り出し気味の不整椅円形を皇し、上巾径 0.88XO.8m。底面

は部分的にあれており、深さ 12cm。

く堆積土〉 ローム粒を含む粘質性の や」 とする。

⑧ 

SXFOl 

く形状〉 直径2.2mの円形範囲で焼土堆積がみられた。焼土i土地山面より j手いており、掘り

くぼみはみられなし~北国・束面部では巾28-60cmで粘土:iJ"盛土され、外周をめぐる。中央

- 52-
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部には多量の炭化材を検出。

図 ~J;i24) J章構

内北京隅音IS、焼土幻i内斗よ Iり)_1一一j一一1ム

完形でで=、!ま佳5.1cm、口径11.2cm、器品ι.4cm

で" i本部は[}>ji毒して立ち上 i人口減部でわず

かに外!丸底部はi叶転糸切り無調整で、内外

雨に Z次火熱による

SXF 02焼土遺構

ムラを生じる。

ぐ ff~;1犬〉 直径24cm、高さ 36cmで、地山両

よリ浮いた;j大態で円筒状に焼土が土佐干実してい

る。内部は空洞状でH奇褐色土か堆積、地山商

の掘りくぼみは見られない。
」一体36.000

⑤ 絡し穴状遺構

遺構は、調査区のはほ全域に分散しており、

いずれも地山直ヒで検出された。遺構よりの

出土遺物は、器表面の磨耗が激しい縄文土器

2点が、堆積土最 i二面より検出されたに留まる O

SKTOl陥し穴状遺構 (第37図、図版15)

関口部長軸3.32m、短軸84cm。墳底部長軸説明、短

軸12cm、深さ98cm。方位w-60

_ S 。

SKτOU!直し究状遺構 (第37関、関m記15)

開口部長軸3.38m、短軸92cm。噴底部長軸3.80m、

短軸12cm。深き 1.36m。方位w-8
0 

S 。

5隠す 03陥し宍状遺講 (第38図、図版16)

関口部長軸3.40m、短軸68cm。墳底部長軸4.2m、短

軸10cm。深さ 1.2m。方位¥tV-190

- S 。

5試す 04~備し穴状遺構 (第38図、図版16)

第35図 SXF 01 ;実測図

第36図 SXF01出土遺物

""t-

i謂Ll部長軸3.0m、短軸68cm。壌底部長軸3.4m、短軸16cm。深さ 1.28m 0 )Jfよw-4
0 

- S 。

は上位百ISが部分的に崩落している。

宰長す 05路し宍状遺講 (第39図、問!反17)

関口部長軸2.72m、知:軸56cm。墳底部長軸 3r口、短制J16Cll1" J菜き 84Cn1o 方位W-15
0 

N 0 

- 56-



構上両の周壁は部分的に崩落している。

S践す 06~!品し (第39図、図版17)

関口部長軸48cm。深さ64cm。方位W-74
G-No

5試す07絡し穴状遺構 〔第401司、 I'RI版18)

間 μ 部長車lu3.12m 、対車土屋~I高部長軸3.8m 、短車由 9 cmo 深さ 1m 150

- S 。

Stくす 08絡し 、!湾問定18)

関口部長i陣2.72m、由40cmo ~農民部長特 3m 、短軸 9 cmn ~*さ 68cm o 万位W-460

- N 0 

5民τ09賂し穴状遺構 (第41図)

関口部長軸3.08m、規軸68cm。壊底部長軸 3m、短軸15cm。深さ 1，16m。方位W-330

- S 。

3践すゅの陥し穴状遺構 ( 、図版19)

関口部長軸2.64m、短軸52cm。墳底部長軸2.2m、短軸12cm0 ~架き 1 m 。方位W-340

- S 。

(熊谷)

司〈ハ

m
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第37関 SIくす01.SKT02実浪1]図
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ロ ム半、!!.--(-n.f.入己

炭化物混入、やや堅くしまって L‘る。
宇占tt5虫くペーオつらカ冶し、ロ
炭化物少量浪人。
f英i!ニt拘とよ.>Jil:?昆入、宇什ドt，あり

炭化物、焼土微註浪人、ややしまっているみ
焼仁、ロ ム it主人、やわらかい。
炭化物微量混入、堅くしまっている。
ロ ム悦入、炭化牧IjJi'diUfも入、 i咲くしまっている。
炭 化 物 、 口 ム混入、ややしまって口、るつ
炭化物多段;昆入、焼 i二i昆入、しまうている。

'l1J. 

1二宮吾川多く含む、やわらか L、。
つ dとし、る。
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2 遺構外出土壇物

①土師器 (第42図j

1・2は、いずれも

調査区南東部のピット

底面より出土・ピット

は柱穴状を呈するが、

遺構としての関連性が

不明瞭で、あり、遺構外

遺物として記載した。

共伴する土器は、この

fIsに向面をヘラミガキ

し黒色処理を施した土

師器杯片である。 1. 

2はそれぞれ底径5.9

cm、5.6cm、口径11.9

cm、13.4cm、器高4，2

cm、5.2cmでいずれも

底部は四転糸切り無調

整、体部は、内湾して

第42図遺構外の出土遺物

立ち上がる。 3は土師器護で、調査区南東部の 2層下位面で出土。胸部稜線は直線状に立ち

がり口縁部で外反、口唇部で直立する。胴部上半にはロク口調整痕を留め、外面は下半にかけ

てへラナデを施す。

② 縄文土器

縄文土器片が数点出土したが、表面の風化が激しく、図示することができなかった。

③ 石器 (第43・44図、図版25)

石匙 (第43図 1・2) 縦長の石匙であり、 は全面剥離を施し、主要剥離面は部分

的に加工を摘している。

石ベラ (第43図 3・4) 3 i土表面を全面剥離し、主要孝Ij離面は両m!J縁のみに加工を施

している o 4は両国剥離である。頁岩。

剥片石?ii (第，:1:3図、 5~11) は部分的に争IJ離を摘し、主要剥離面はー側縁に]JU工を

方自している n
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石錘 (第43・44図、 13-26) 12は、一側縁に刃部を作出して喋器として使用したり、四

石として使用されている。

に〉///ヘ¥ 2 5
----------三~一一一一/ノ

24 

第44図遺構外の出土遺物

3 小結

(熊谷)

検出された遺構は、平安時代の住居跡、掘立柱建物跡、 土壌、焼土遺構、陥し穴状遺構ーであ

り、平安時代を中心に生活が営まれていたと考えるの以下、その主なものを下記に述べる。
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①住居跡について

検出された住居跡は 4煉で、台地北東端部の、斜面ながら比較的平拐な場所に、 2棟づっ隣

接している。 4煉の住居跡は、いずれも出土土器に時期的相異はみられな ¥-'0 S 101-03に関

しては、その検出きれた遺構の状況に類似点が多く、極めて近接した時期に構築、廃棄がなき

れたと考えられるーすなわち、 ( 1 )形態として、カマドを付設する健部(東丙壁)が長い長

方形プランを呈し、主軸方向は南東、 ( 2 )いずれも壁溝を有するか、全開する例が無く、カ

マドに隣接する部分が中断する。(3 )カマドの主軸}j1(IJはほ

集中。煙道部{土地山をくり抜いて構築される傾向を持つ。(4 ) 

され、 S Eで24
0

-38
0

に

に!習して、 S103はそ

のqt{跡が無く、 S101、02も明確さを欠く。(5 ) S 1 01、02はカマドに隣接して右側に貯臓穴状

ピゾトを有する。(6 )堆積二仁は、基本的に 3層からなる自然堆積の単純層で、各層がレンズ

状に堆積する。きらに調査区の西、南側は連続してはほ平坦にひろげていることから、関連す

る遺構の存在が考えられたが、試掘の結果、明確な確認はなきれなかった。 以上の事から、本

遺跡は現状での確認棟数内で営なまれた、小集落であったと考えられる。 遺構内からの出土遺

物は全て土器で、その大部分を十:ß~j器が市め、幸福年的に ノ入式(氏家1957)の範ちゅう

に入ると考えられる。

②土壌について

検出された土墳は13基であり、形態から次の様に区別される。(1 )平田形状が楕円形もし

くは円形を呈し、比較的浅Lミ(SK01-04・07・09-13) 0 (2)同平而形を呈し深い(S K 05)。

( 3) }j形を呈す(S K06)。これらの土墳はさらに、堆積土に焼土を含有する (SK01-04・

05・13)、土師器を出土する (SK 04・05・07・08・13) ものがある。(1) (2)の形態を有

し、かつ上記の堆積土状況・及び、出土遺物を示す例は、雄勝郡稲川町宮の前遺跡(庄内.1979) 

や能代市竹生遺跡(永瀬・ 1981)等にみられ、いずれも平安時代の年代を想定している。

③陥し穴状遺構について

検出された遺構は10基である。平田形は溝状を呈し、長軸方向の断面は、底面付近でふく

らみ気味に内{頃し、中位から上位にかけ に立ち上がる場合と、!底面から上面にかけ垂

直に立ち上がるものがある。前者の{持が多く、

はV字状を呈す。堆積土はいずれも上層(

下層(褐色土もしくは黒得色土)に分かれ、

はSK T01のみである。短車出方111]の断面

もしくは黒褐色土) 中層(黒褐色土)、

は中層にローム粒子を多量に含存する。こ

のことは の上面部崩壊土が混入したものと考えられ、 に段を形成しているものに

は、混入が撞めて少ない事-と合わせ、本遺跡の場合、上位壁に 1段を設けて掘りこまれてい

たものと思われる。長軸の方位は、第45[::illに示している如く w-Sで、 4
0

_46
0

に大部分が集

中している。これは遺構の大半が、斜面方向に長軸を向けて設置された結果生じたものと考え
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られる。この様に形態、

立地状況に同傾向を示

し、分布の仕方が分散

していることに特色が

ある。この事は同類の

遺構を検出する他j室跡

でも 'fJ}，かよった現象を

示しており、その用注

目的(福田、 1981)に

より生じた結果とも考

えられるで'あろう行し

かし、本遺跡の;場合そ

の性格は明確で-ないっ

出土遺物は、磨耗の激

しい縄文土器片が数点

S K T04堆積土上回で

出土したにとどまり、関連する

来ないの

④遺物について

出仁遺物は f二師器を主とし、須忠:器杯 1}:I-、縄文土器数点、及び石器で、石器は量的に少い。

SKTO 6 

「乙

第45図 臨し穴状遺繕主軸方位路間

も検出できないことから、 を明確に断定することは出

この項では土師器について

く土自fIi器〉

杯-一遺構内で出土し、その大半は底部切り離しが、回転糸切りで無調整。器形は、 1・器

高が比較的高く(lQ-14cm)深いっくりのものと、 2.器高が(5 -7. 5cm)のものに大男Ijで

きる。体部の立ち上がりは、 A、内湾を呈す。 B.車線状を示すものとがあり、日縁部は、 a

・タト反、 b.直線、 C . I斗ばする{叫がみられる。出土状況は、 1は比較的少なく A aの傾向

がみられ、住居跡内出土を主とする。 2は最も多く、 2 A a、 2-B-bの傾向を持ち、

住居跡内出土の場合、その比率は 3 10 2-A-Cは量的に極めて少なしミ。色調は撞色と i吋

褐色のものが多く、後者は主として器表外面に黒色のムラをと主じる。貫褐色を示すものは少な

いが内外面にロクロ成形痕の凹凸を明瞭に留める場介が多く、胎土は徴密で堅¥，.

その他内面をへラミカ。キし、黒色処理を施した杯の破片が 2点11-¥た。杯片は、調繋[)z南部の

柱穴状ピット柱雨よ 1)、回転糸切り無調整の土師器杯と共{半。杯は 3-B-bのものである。
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盟Uf~土器は 2，1!，(でそれぞれ S 101・02より出土。体部から口縁部にかけ強く外{頃しており

成形とも類似している。!底部は回転糸切りで無調笠。

護 全て遺構内出土て、ある。小型のものと比較的大型のものに大別され、前者は量的に少な

く桐部の立ち上がりがゆるやかに内湾し、口縁部で外反するもので、口綾部は1黄ナデ、胴部 i二

から下半にかけへラナデを摘すの後者は)j同部の立ち上がりが直線状のものを主とし、ふくら

み訂版を呈する例もあり、仁!綾部は Lミずれも外反し、口唇部で垂直になる。器市i調整は、胴部

に、ロクロ痕を留め、 はヘラケズ 1)を方面す

(熊谷)
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図版2 ① .@調査風景
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図版3 ①調査終了時 {南砂北)@調査終了時(北砂南)
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図版4 ①SI 01 t北砂南)@SI 01の力 マ ド
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図版6 ①S 103 (西惨東)ωSI03(北砂南)
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図版7 ①SI03のカマド @SI 03煙道部の断面
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図版8 ①SI04遺物出土状態 ②SI04カマドの支脚
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図版 9 ①S 1 04 (東砂西)②SI04(西砂東)
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図版10 ①SI03・04(北砂南)②SB01 (南砂北)
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図版11 ①SK 01炭化材出土状態 ①SK 01 (南砂北)
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図版13 ①SK 09 (北惨南)@SK 06・07・08(南砂北)
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図版14 ①SK 10・13の確認面 ①SK 10・13(北砂南)
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図版20 ①~@S l 01出土遺物
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図版21 ①SI01出土遺物 @-@SI 02出土遺物
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図版23 ① ・@SI03出土遺物 @-@SI 04出土遺物
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図版24 ① ・@SK07出土遺物 @SXF 01出土遺物
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図版25 ① ・②遺構外出土遺物

2 
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C地区

と遺物

竪穴住居跡(f) 

(第47菌、図版27)01竪穴住居跡S
 

S K04-)> S 102 S 102 . S K04と主慢して険出きれた。東側で‘重

→ S 101の/11員に古い。

はほ楕円形を呈し、長軸6.5m.短軸5.9mをiHlJる。く平面形〉

床面は平i設である。特徴的なことは、炉の周囲と東部分を除き、砂を敷いている〈床面〉

N 

Lミえは(約 5cm) 、北，

町
》

7

1
1
l
z，z
a
o
o
 

マ

Z
a
Z
2出
l

S I 01 議善

A 

ことである。由側に

A' 
.A_H・34.300

霊的

S 101実現1図
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け
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け
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F ナー ~、、守
¥ょっ¥... V .l 9 0 

く壁〉 地 ILrが両から東に低く傾斜しているため、

1-1-
~. d. 

り芝ていネZ)20cmである。

検出きれなかったの

、束、
，:dH-《

〈柱穴〉 主柱穴は、壁のやや内側の P2~ P6の 5

4二と考ーえられる。 二七十主穴の11肝属{土、 P2 P3カ{3. 4 

m、 γ3 1-' 4が乙.!::1m、 Y4 1-' 5 が ~.l m、上)5-l' 6が

カ{U. しく、 P3 P4とP5-P6もまたは

2.8m、 P6-P2カ;'3.8mで、あり、 P2-P3とP6-P2 

しし、。

P 4 P5がもっとも j夫し、。

く出入口〉

く炉> J也床炉が、床面中央よりやや東側に位置する。焼士は薄く、範聞も広くなしミ。

第48図 S I 01出土遺物

東側に出入口を想定したい。それは、 である P4-P5の間隔が

ももっとも(氏~'oもっとも狭いことと砂の敷L、ていない部分であることからであるハ

(第48図、図版32) 床面直上で検出された土器片である。地文である斜縄

文の点に、 2本を単位とする市小、|在糠文が貼付されている。大木 8a式期の土器と考えられる。

5 I 02竪穴住居跡 (第49図、図版

S 101・SK04と

く平面形〉 円形を呈し、直径は約

2.3mほどであるのきわめて小規模の住

居跡である。

く床面〉 はほ、平坦である。

く壁> S K04の構築のさい削られ

たと考えられ、壁高10cmほどが確認で

きる。

検出きれなかった。

く柱穴> Pl~P3が検出されたが、

P2・P3は浅く、主柱穴にはなり得な

いと考えら hるU

く:):六、 に接して、

fUする 1:.戸が設置されている。石組みや

埋設土器はない。 は二段になり

西部分はわずかに焼土化し、東部分は

して検出され、新!日関係は上記のとおりである。

'̂ 

EA' 

EA H・34.200 EA' 

l二世買

第49図 S 102実測函

99 



年同にたたきしめられている。

はない。

B' 

。
白
内

d
?工

と思われるが、P2-P ぐIH入口〉

B H・34.277

一期

踊

qHF』告

SK03実測図SK01 
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く:枕置 SK01の北HiUにjiJ:接して検出された。

〈平面形〉 不整椅円形を呈する。長軸約2.4m0 

短軸約1.6m を ~WJ る口

ぷハハハ内

ハハハ川相
?町

ら床にかけて、鍋!乏状に凹む。

のげれい
立
口設

ゐ
伊
仙
げ

る

、

)

口

あ

¥

/

一

凶

)

で

物

回

1

坦

遺

第

(

平

士

(

類

は

出

器

1

/

、

土

第

l 
る深針形土器であろ

〈二::> 3 

う。縄文のみが施文されている。

第 2類 (2 ~ 6 )υ縁部の i白;立する

地文されている。

石器(第52図)

石室族(8 ) 凸ミi去の石織である。

SK03土 境 (第50図、図版28)

-重複> S 1 01の間側に近接して検出された。 SK01と重複するが、本遺構が古い。

く平面形> SK01のため、北西端部が切られているが、情円形を呈するものと考えられる。

く壁・床〉 堅から床にかけて、鍋底状に凹む。床面は平坦である。

第53鴎 SK03出土遺物

であろう。沈線文が旺線または曲線L

く出土遺物〉 縄文土器片が出土したが、細片のため図示するにいたらなかった。

SK04土 墳 (第54図)

く位置・重視> S 1 01 ・ 02 と重複して検出されたが、本遺構がもっとも新し~) 0 

く平面形〉 不整楕円形を呈する。長軸4.7m。短軸4.3mを測る。

く壁・床〉 壁から床にかけて、鍋底状に凹むの床面は凹凸を呈する。

く出土j室物> (第55、56図、図版33・34・35)

土器

第 1類 (1 ~ 6 ) 斜縄文のみ施丈された深鉢形土器であろう。口減部が直立するもの(5 

・6)とわずかに外反するもの(1 ~ 4) がある。

第 2類(7 ~ 9 ) 波状口禄の]買部に円形の隆告を貼付する類。口縁部、日間部には斜縄文の

みを地文してしミる。

第 3 頬 (10~12) 口 に、撚糸庄痕丈が巾約 2cmほど方面丈され、 を1葺)jえする

の文様i貯の下部は無文である。

第 4 知 (13~18) 口

めぐる。

!日ょする深鉢!日土器と考えられる。 LI くに 1条の沈*まが
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を貼付し、その両側主主を;尤線で縁どりしたものである。

第 S頬 (21. 23 . 28 ~ 33 ) 麿消縄文の施文される例。 22・23には沈線に沿って刺突文が施

文される。 29. 30 あろう。 33は突起部分であり、口唇部は IS j 宇状を呈する。

(第56図)

石 倣 (33) 凹基の石鍛である。

争IJJ十石器 (34. 35) 34は両面の縁辺に を摘し、 を作出している。 35は両国の 1吉IS

分に加工を培し、刃部を作出している。いずれも

③ 溝状遺構

東側を南北に横走ーする溝状遺構である。幅約30-100cm 、深き 25-30cm を ~WJ る。 I断面

fU(土鍋底:もたを呈するの

第 2表 C地区遺購埋土一覧表

J.自;柄 色 'l'l 

SI 01 

色 (75YRち)I炭化物多誌、ローム少送出入、ご!ニ総合む、日誌い。(SK04斑，1:層)

色 (7.5YH"Y;i) I炭化粒子、ローム粒子微量;温入、慾くしまっている。

褐 色 (7.5YR古川炭化宇"I:(，ロ ム村'(，1:史上村 r少泣出入、緑色紗少:出品人。 l笠くし士って L込る

褐 色 .SYR封)I炭化粒子、ローム粒子、黒色土微溺;混人、やわらかい。

SK 04 

SD 01 

宇品 色

褐 色(10 YR封)

褐 色(10 YH予言)

褐色(10 YR元)

オリーブ色(5 Y %) 

2 遺構外の出土遺物

ロ ム粒子少泣出入、やわらかい。

キ占二i二'l!i、 しまって L、る。

土器 (第57・58図、図版36・37)

第 1類(1 -3 ) 陵部二を貼付し、口縁部を肥厚させる例。 3には沈線による渦巻丈が認め

られる。大木 8a J明と考えられる。

第 2Jむj(4 - 6 ) 斜縄文のみ施丈される例。いずれも深鉢形と考えられ、 4は口

立し、 5・6はわずかに外反する。

第 3類 (7-邑) 沈丈のみを料品工に地文される例。いずれも深鉢)1ラと考えられ、 LI縁部

は TI当~する。

第4頴 (10-19) J也丈としての斜縄文は認められず、沈純文を曲線または にb1包〉とする

例。 JI要 I)~ 1 式J~Hの土器と号えられる。

第 5~筑 (20-22) f正平な!盗帯を貼付し、このIHlJ而に沈線丈を地丈する例。ート腰内 I式朔の

-106 
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と考えられる。

第6類 (23. 24) 磨消縄文の認められる例。 23は沈線に沿って、刺突丈が施文される。 24

は口綾部の外反する深鉢形土器である。腕部に磨消縄丈による文様帯を有する。

石器(第59・60図、図版37)

(25) 凸基の石鍛である。基部にアスフアルトが付着している。

(26) 両端とも錐部となる。

石匙 (27・28) いずれも縦形を呈するが、 28がていね L、な作りである。 28の先端部には扶

り部が認められる。

石槍 (29) 両面加工の石槍である。中央部で狭くなり、基部を形成する。

石箆 (30-36) 34がi両面加工であり、他は表面を全面加工し、主要剥離面は部分的に加工

している。いずれも

剥片石器 (37-48) 剥片の一部分に加工を施こし、刃部を作出している。 29は石匙かもし

れない。

石斧 (49) 両刃の石斧である。 凝灰岩。

石錘 (50-54) な河原石の長軸の両端に凹部を作出している。 凝灰岩。

(永瀬)

3 IJ¥結

C地区で検出された遺構は、竪穴住居跡 2棟、土壌4 溝状遺構 1条である。

遺構の時期は、 S1 02住居跡が大木 8a式期であり、土壌は十腰内 I式期を中心とするもの

と考えられる。 S1 02住居跡と溝状遺構は時期不明である。なお、 S1 02住居跡類似住居跡は、

能代・山本地方においては、能代市大内坂II.能代市館下 I・峰浜村中田面遺跡で検出されて

おり、縄文時代後期前葉の住屑跡と考えられる。

特徴的なことは、 S1 01住居跡の床面に敷かれた砂である。砂は床面全体に敷きつめられる

のでなく、炉の周囲と出入口部と考えられるところに敷かれていない。

暗示しているようで興味深い n

の使い分けを

(永瀬)
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図版28 ①SK 01 ①SK 01・03(南砂北)



図版29 ①SD 01・SK04確認面 ①SD 01・SI01・02 (西砂東)

、
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図版30 ①SK 02 (西砂東) @土器出土状態
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図版32 ①SI01出土遺物 ①SK 02出土遺物
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図版33 ①SK 03出土遺物 ②SK 04出土遺物
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図版34 ① ・①SK04出土遺物
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図版35 ①SK 04出土遺物 ②遺構外出土遺物
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図版37 ① ・①遺構外出土遺物
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第61図 腹鞍の沢遺跡D地区遺構分布図

1 遺構と遺物

①袋状土域

SKFOl袋状士墳 (第62図、図版41)

FB025グリッドに している n すぐ

N 

りに SKF02、 SKF10 

があり、北関りには SKI01とSK02がある

く形態〉 平面形には口総部、底部とも山形である。断面!日はつラスコ状。口綾部待1.4m

1 m、!底部径1.6m、深さは2.2mである。民国は一平坦で良好。
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SKF01 e SKF02実現1]図第62図

パ
バ
け
い
け
鴻

ハ
リ

U
N

u-> 

f天

から

したもので、自然に

に含んだ黒褐色、

く埋土状況〉

化物を

なる。

3と(第63図、図 )iJ~53 ) く出土遺物〉

u パ一什円以川忠一

i

吋叶
J

rレ
i

51土、底的iからの出土であり、他は

安之主ヲ~':~~府出土である。いずれも、同一個体であると

えられる深鉢形:一仁器の口綾部と胴部の破片で

その i二に太 Lミ沈線ある。科系組丈をjむ丈とし、

1->>埜l斗1式期の士器と:号文を抱丈している。

えら:!Lるの

SKF01出土遺物第63国

図版4之)

謂奇f:"'Zr与i立自の FA024グ 1)ッドに

戸

-F'K
 

C
1
}
 



位置している。すぐ りには SKF01、 SKF10カfある。

く形態〉 、i守主iJf3は LJ 底部とも 形である。断面形はフラスコ 口 1m、

室長吉lH壬0.9m、 8fk j菜きは1.7mである。底而

く埋土状況〉

く出

".1 

人為的に埋められた層は、

なし

3層、 4層、 5層の時オリ である。

N 

/// ¥¥¥  

/ ¥  

{ムIV関 ¥P11
1 口開 I/1 ) 

/ 

第64図 SKF03 ~ SKF04実現Ijsl



(第64図、図版41SKF03袋状土議

SKF05 けには Sしている。すぐ中央EH025グ 1)ッドに

がある。

4m 口;平面図は口縁部、底部とも円形である。断面形はフラスコ状。く形態〉

にノトさい横穴で堅く、Jま.2IIl、t:tミさは1.6mであるの頚部形1.5m、

がある。

からなる。H吾、したもので、炭火物を自然に

なし

く埋土状況〉

(第64図、図版43)SKF04袋状土塘

究四 } 

ぺしすぐ北muに SKF03、しザr ，、フ η
¥... V' g n リEII025グリッドにr:.1::J 

j 

て南側には SKF05がある。

口縁部径1.lm、平面形は口縁部、底部とも円形である。 断面形はフラスコ状。く形態〉

ミとIV /---戸戸白一--....""-...... 
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SKF05命 SKF06実浪IJ図
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第65図



~m 、 .2m、深さは1.7mである。底 illiは によとべ、 に!よく であ

る。

く埋土状況 6層のローム は人為的に理められたものである。

ーレな
一
壌土

彬

鰍

遺

出

土

F

出

K5
 

図版43)

1) EH024グリッドに している n すくす ~tmlj には SKF04 、 SKF 

マ
-;;:> 

0 

く形態〉 平田形は日縁部、底部とも楕円形である。断面形はフラスコ状。口縁部径1.2m、

9m、底部径 2m、深さは1.4mである。底面は平坦であるが北壁際に深さ30cmのピッ

トがある。

く埋土状況> 3層のローム層と 4層の砂層は人為的に埋められたものである。

く出土遺物〉 なし

SKF06袋状土土麗 (第65図、図版44)

調査区中央寄り EJ027グ 1)ッドに している。すぐ北東部には SKF07、SKF

08カfある。

く形態〉 平面形は口縁部、底部とも不整円形である。 l*JT面形はフラスコ状。口縁部径1.4

m、頚部径1.2m、底部佳1.6m、深さは1.5mである。底面は緩やかな凹凸をなし、平坦では

なし、。

く埋土状況〉 自然に堆積したもので、炭化物を徴量に含む黒、培、明掲色、褐色土層から

なる。

く出土遺物〉 なし

SKF07袋状土墳 (第66図、図版45)

調査区中央E1028グリッドに位宣している。すぐ西方部には SKF06、 SKF08

カfある。

〈形態〉 平面形は口縁部、底部とも円形である。 断面}Iラはビーカー状。口縁径 2m、頭部

径1.8m、底部径2.3m、深さは1.6mである。底面は平坦で良好で・あるが、北壁際に深さ 20cm

のピットカfある。

く埋土状況> 1層のローム と3層、 5層のローム層は人為的に埋められたものであ

ーヲ

0 0 

く出土j宣4匂〉 なし

SKF08袋訣土壊 (第66図、図版46)

!こド央E1028グ I} 、ソドに している。すぐ南方部には SKF06とSKF07が



ある。

く形態〉 王子面 ]f~ は口 は円形である。 断面 ìf~ はフラスコ;氏。口

径u.8m、主民主1St歪u.6m、 2m、j奈さは1.5mである。!虫歯i'土子坦であるが、 111央部北寄 1)

にj菜さ 22cmのピットカずある。

〈埋ゴ二状況> 2層のロームー|砂層のローム層は人為的に埋められたものである。

ぐ/PI土遺物〉 なし

SKF的袋扶土境 7図、図版47)

央南東寄り EEu25グ 1)ッドに

、 、ーノ--

第66~ SKF07φSKF08実弾図

132 

している。すぐ北F持りには SKu3がある。

時

H綱 38.00思



{土 μ料;一言rsが椿円形 底部が円形である。 ltJrI面形はフラスコ状。口

0.801、頚部径0.501、践者15{王1.701、深きは2.2mである。底部は平担であるが中央部に深さ 7cm

0)ピットがある n

〈埋土状況 5層、 8層の砂賢、 7層のロ ム十砂層、 9層のローム層は人為的に埋めら

れたものである。

!H十.1宣物〉 なし

SKF10装状土土嚢 (第67図、図版48)

調査区西南端FC024グ 1) 、1 ドに している。北東部には SKF01とSKI01、

SK02があり、東方部には SKF02がある。
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く形態〉 半面形は口綾部が楕円形、底音ISが円形である。控Jr面形はフラスコ:[犬。口

1.7m、頚部径1.5m、深さは1.8mである。底面は平坦である。

く埋土状況〉 自然に堆積したもので 炭化物を{教室に含んだ黒、結褐色、明褐色土居から

なる。

ぐ出土遺物〉 なし

② 

SKOl土老農 (第68図)

調査区中央阿南寄り EJ026グリソドに している。

〈形態〉 平面形は長軸 2m、短軸1.3m 形である。 1架さは30cmで、 は凹凸をな

し、設は緩やかに立ち上がる。

SK02土土産 (第68図、図版51)

〈位置〉 調査区西方部FB026に位置している。すぐ西隣りには SKI01がある。

く形態〉 平面形は長軸2.3m、短軸1.7mの不整楕円形である。底面までの深きは約 30cm

であるが、底面は激しく凹凸をなし、中央部には深さ 20cmの凹みがある。

SK03土土産 (第68図、 図版51)

く位置〉 調査区中央部EE026グリッドに位置している。すぐ南隣りに SKF09がある。

く形態〉 平面形は長軸0.8m、短軸0.6mの不整楕円形である。 断面形は逆円錐状をなし底

吉日までの深;さは70cmである。

③ 竪穴状遺構

SK 101竪穴状遺構 (第69図、図版52)

く位置〉 調査区西端部FB026グ1)ッ 1，>>に している。南側には SKF01、SKF旬、 SKF10

があり、東側には SK02がある。

く形態〉 平田形は 1辺 4mXl辺2.8mの長方形である。床面積は約11m2。柱穴は P1 ~ P 30 

壁は東側で緩やかに20cm程立ち上がるが、西iWJの壁はほとんど確認できない。床面は平坦でし

まり、中央部と西北部に焼土がある。また、中央部の焼土北iHlJには深き 27cm程のカギ型の出A

P4があるの
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f1主くしまうている υ

キ，Iitl:が 強L、。
まり、 宇占ぞ1:カずあるの

キ2わらかい。

民主くしまっている。

SK 01 

SK 02 

SK 03 

遺構外の出土遺物

(第70図、図版53)土器

2 

、
ーテ

んるとふ乞広口第 1類(1 ) 

る口縁部には 3条の沈j壊が横らfLる。

位にめぐり、沈線開には縦{立の刺突が加えら

れる。胴部には磨消縄文が認められる。内面

にはていねいなミ方、キカサむこされる。

口縁部がわずかに外反第 2頬(2 ~ 4 ) 
訴事

4 

A
日

ν

m
M
パ
札
口
v

する深鉢形土器の破片である。沈線のみ施文

されている。十腰内 I式土器と考えられる。

口縁部の外反する小型壷形第 3類(5 ) 

l単位とすると日阿部に 2土器である。

沈総がめぐる。頚部下に粘土溜の貼討が認め

7 くイ(ヘユ
、られる《

出土遺物遺構外

も

第70図

( 

ζ二一一二〉

に押!二五剥離

(第70民)石器

石 匙 (6 ) 



が施こされる。

石拾(7 ) 両国加工の あるが、基部を欠損。

(永瀬)

3 Ij¥結

D地区で検出された遺構は、袋状土墳10基、土壊3基、竪穴;[犬遺構1棟である。

遺構の時期は、 SKF01袋状土墳がト腰内 I式期のものと考えられるが、 f患の遺構は不明で

ある。ただ 2基の袋状土墳3基ずつ 1グループを形成する傾向がみられることと、袋状土墳

から掘り上げた土砂を、古い袋状土墳に投げ捨てる一連の行為がみられることから、ほぽ同

時期のものと考えられる。

袋状土壌で、注目されることは、前述のように l基を除き、他の 9基は 3基ずつ近接して構築さ

れていることと、その埋土層をみると 3基のうち、 1基か 2基は人為的に一気に埋められてい

ることである。

一気に埋められたと考えられる埋土を見ると、ロームやローム十砂や砂である。これらの埋

土は、新しい土壌を構築するさいに、掘り出された土砂を古い土墳に投げ捨てたためと考えら

れる。

以上のことから、 1グループ 3基の袋状土墳の 3基同時存在は考えられない。しかしながら、

袋状土墳が 3基ずつグルーピングされることは、単位集団数と袋状土墳の所有形態を示唆して

くれるのではないだろうか。また、新しい土墳を掘って、古い土墳を埋めていく行為は、土墳

の性格、使用期間、さらには集団のその土地への定住期間をも問題にされるべきものとして重

要であると考えられる。

(永瀬)

Y まと

A、C、D地区の調査結果、約10haの腹鞍の沢台地には、縄文時代中期、後期、平安時代に

人々が、生活をしていたことが判明した。生活の拠点である住居地域は、いずれの場合にも台

地の縁辺部を選定していて、台地の中央部ではない。

今回の調査では、 A、C、D地区とも遺構、遺物の検出量は少なかった。しかしながら、秋

田県内としては、来li-たな知見を拝ることができた。

① 陥し穴状遺構は、県内でも検出例が増加してきたが、全体の分布状況を把握することの

できる例はない。 A地区の10基め焔し穴状遺構は、調査区域外にまたー分布すると考えられ、全



{本を把握できなかったが、 1;自し穴状遺構の有り様が理解できる資料であろう。

② A 地区の 4棟の竪穴住居は、カマドの構築方法やカマドの構築位置の違いなどから、向

ではないと与a えられる。いずれにしても小集落の完掘である。いったい何を生業として

いたのであろうか。今回の調査ではそれを解決してくれる出土遺物はなかった。住居跡内の;埋

土の花粉分析を成田典彦氏(ト和田小学校教諭)にお願いしたが、その分析結果を本報告に掲

載することは、時間的に不可能であった。

③ C 地区の SIむ1竪穴{主居跡の床面に敷かれていた砂は、{主居空間の能い分けを暗示して

いるように考えられる。さらに、柱穴配置との関係で出入口も想定させてくれる。

④ D 地区の袋:1犬土墳は、 3基が 1グループを形成し、新しく掘った土墳の土砂を古い土墳

に投げ込む行為をうかがうことができた。袋Jj犬土墳の性格、単位集団の袋状土墳の所有の問題

単位集団の数、定住期間等を考える上で貴重な資料と考えられる。

最後に、古代の竪穴住居跡の出入口を想定するため、佐藤昭男氏(県立農業短期大学)の御

を得て、中山式硬度計を使用して実施してみた。しかしながら、雨の日が続き床面の状態

を一定に保持することができず、そのデーターは不確実なものになってしまった。また機会が

あれば、実施してみたいと考えている。終始、懇切ていねいな御指導をしてくれた佐藤昭男氏に

感謝の意を表します。

(永瀬)
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図版39 ①発堀調査前のようす ①調査風景
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図版40 ① ・②調査終了時

-142-



i!Y 

'. 
訓"

図版41 ①SKF 01 ②SKF 03 
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図版42 ①SKF 02埋土 ①SKF 02 
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図版43 ①SKF 04 @SKF 05 
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図版44 ①SKF 06埋土 ①SKF 06 
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図版45 ①SKF 07埋土 @SKF 07 
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図版46 ①SKF 08埋土 (?)S KF 08 
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図版47 ①SKF 09埋土 Q>SKF 09 
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図版48 ①SKF 10 @SKF 03・04・05(北砂南)
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図版49 ①SKF 01・02・10(東砂西)②SKF01・02・10(西砂東)
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図版50 ①SKF 06・07・08(西砂東)②SKF06・07・08(北砂南)
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図版51 ①SK 02 ①SK 03 
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図版52 ①SKI01の確認面 ②S K I 01 (西砂東)
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図版53 ①SKF 01出土遺物 ①遺構外出土遺物


